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守
れ
自
然
を

育
め
緑
を

小
坂
小
学
校

緑
の
少
年
団
結
成

自然を愛護する心を養い、協力しなから

自然活動を実践しようと、小坂小学校緑の
少年団か結成さ れ､６月６日結団式と記念植

樹がおこなわれました｡ 緑の少年団は５・
６年生26 名の団貝と下級生の準団員から

組織され、ＰＴＡや地区の万々か育成会と

して活動をサポートします｡ 緑化活動やク

リーン活動を展開するとともに友情も育み

ます。結団弍では仲野宏団艮、佐藤裕次郎
副団長（ともに６年｡）が「未来に向けて、
郷土の緑を守ります、」と力強く鑼いのこ

とばを述べました。

国見!】消防団定期点検……………………………２

一年が誣ａ して 介護保険…………………………５

参議院議貝選挙制度がかわります………………６

５月のグラビア……………………………………８

インフォメーション……………………………１１



旺
盛
な
士
気
披
露

国
見
町
消
防
団
定
期
点
検

消
防
精
神
に
徹
し
た
日
頃
の
訓
練
の
成
果
を
披
露
す
る
、
国
見
町
消
防
団
定

期
点
検
は
六
月
十
日

、
藤
田
小
学
校
な
ど
に
お
い
て
行
わ
れ
ま
し
た
。
閲
団
か

ら
始
ま
り
通
常
点
検
や
機
械
点
検
、
各
種
訓
練
、
ポ
ン
プ
操
法
が
繰
り
広
げ
ら

れ
ま
し
た
。
こ

れ
ら
の
訓
練
を
通
じ
、
消
防
団
員
の
旺
盛
な
士
気
と
。
規
律
あ

る
訓
練
の
成
果
が
発
揮
さ
れ
ま
し
た
。

朝

、
定

期
点

検
の

召

集
を

告

げ
る

半
鐘

が
鳴

り

響
き

、
午

前

八
時

半
に

は
新

し

い
法

被
を

身

に
ま
と

っ

た
国

見

町
消

防
団

員

が
藤
田

商

店
街

に

幣
列

、
統

監

Ｍ

水
町

艮

を
先

頭

に
高

橋
力

団

長

や
消

防

団
幹

部

、
町

議
会

議

員
等

が
十

四
台

の

消
防

ポ
ン

プ

叭

に

分
乗

し

、
全

。Ｅ乢
分

団
を

閲

団
、

そ
の

後

。
ラ

ッ

パ

隊
、

団

旗

を
先

頭

に
藤

田
小

学

校
ま

で

団
員
は

整

然
と

行

進
で

す
。

藤
田

小

校
庭

に

人
場

す

る
と

出

助
人

貝

と
巾

両

報
告

さ

れ
、

商

橋
団

艮

の
訓

示

に
よ

り
災

結

完

ｊ
、

式

で
は

消

防
団

貝
ニ

ー

五

名

を
前

に

、
統

監
の
Ｍ

永

町

艮

が

『
地

城
住

民

の
生

命

。
身

体
と

財
産

を
守

る

と

い
う
崇

高

な
任

務
を

自
覚

さ

れ
、

使
命

感

を
も

っ
て

消
防

活

助

に
一
層

ご

精
励

い
た

だ
き

ま

す
よ

う

に
。
」

定
期
点
検
表
彰
受
賞
者
名
簿
（
敬

称

略

）

☆
福
島
県
知
事
表
彰

尽
帖
助
恥
　
　

大
津

利
勝

☆
日
本
消
防
協
会
艮
表
彰

○
功
績
ａ
　
　

石
川

好

．

ｏ

精
絨
呎
　
　

斎
藤

修

Ｊ

ｏ

勤
碗
ａ
　
　

羽
根

俊

．

占
………

義
．卍

☆
福
島
県
消
防
協
会
長
表
彰

Ｏ
納
助
圦

佐
藤

晴
雄
　
八
励

富

。

高
橋

成
正

②
勤
続
び

占
川

占
雄

廣
居

皿
人

徳
江
河
巾
郎
　
噸
戸
　
正
明

人
内
　
一
郎

鈴
木

節
朗

徳
苅

榮
治

○
退
職
団
は
感
謝
状

小
鳥

雅
一
　
小
林

憲
一

宍
戸
　
昭

。

鈴
木

富
…刃

☆
伊
連
支
部
艮
表
彰

○
功
績
章

八
鳥

富

。

黒
川

勝
人

野
村

安
人

○
精
勤
心

佐
藤
　

。
皀

菊
地

口ｍ
屶

松
浦

次
雄

占
Ⅲ

誠
司

野
村

地
火

岩
城
　

勉

高
橋

俊
郎

岡
崎

長
ぷ

佐
藤

清
一
　

菊
地

降
志

鴨
田

惣
榮

？

川

俳

之

勁
二

般
人
人

彰
（
火
災
現
翻
功

労
）

占
………
　
昭
一
　

浅
野

寛
美

☆
町
長
・
団
長
連
名
感
謝
状

○
永
年
助
続
退
職
団
員
感
謝
状

人
沖

利
勝

齋
心

修
・
．

菊
地

良
匕

高
橋

常
男

占
川

義
正

佐
久
間
友

．

鳥
橋

成
卍

後
藤

義

．

☆
団
長
表
彫

の
優
良
団

員
衣
彰

佐
４

臨
雄

高
野
　

卍
改
‥

遠
麟

巴

和

佐
藤
　

浩

松
油

祐

．

佐
藤

亟
明

菊
地
　

隆

松
浦

降

志

・○

．
般
人

長
彰

｛
火
災
現

場
功
労
｝

占

川

昭

．

浅
野

寛
瓦

大
町
南

自
賢
団

☆
町
長
・
団
長
連

名
一
般
人
感
謝
状

の
咒

般
人
感
謝
状

（
消
防
施
設
用
地
協
力
）

佐
藤

年
光

斗
島

裕
ｆ

他
円
名



と
馴
．ボ
し
ま
し
た
．

引
き
続

い
て
各
睡
表
杉
伝

達
式
が
行
わ
れ
．
身
な
り
を
確

認
す
る
通
常
点
検
．
全
卜
四
台

の
ポ
ン
プ
自
動
眼
お
よ
び
機
械

器
具
の
点
検
が
行
わ
れ
ま
し
た
．

二
中
隊
に
編
成
し
て
の
各
個
訓

練
、
小
隊
訓
練
が
繰
り
広
げ
ら

れ
、
第
四
分
団
に
よ
る
ポ
ン
プ

操
法
や
分
列
行
進
も
．
き
び
き

び
と
披
露
さ
れ
ま
し
た
．

閉
会
に
あ
た
り
、
佐
藤
忠
美

議
長
や
宮
前
弘
県
北
地
方
振
興

局
長
等

か
ら
祝

辞
が
寄
せ

ら

れ
、
点
検
を
締
め
く
く
り
、
統

監
冨
永
町
長
は
、
皆
さ
ん
の
旺

盛
な
Ｌ
気
が
遺
憾
な
く
発
揮
さ

れ
、
消
防
団
に
対
す
る
信
頼
を

．
層
深
め
ま
し
た
と
講
評
．
最

後
に
商
橋
川
艮
は

『
団
貝
．
．六

づ
名
が
一
体
と
な
り
、
一
層
努

力
し
て
い
く
決
意
で
す
ご
と
述

べ
、
町
を
守
る
誓
い
を
新
た
に
、

定
期
点
検
は
終
了
し
ま
し
た
．

火災発生件数

平成７１　　 ６件

平庇８年　　８倖

平成９年　　１倖

平成10年　　３倖

平成11年　　７倖

平成12年　　３倖

国見町の消防施設

消防ポンプ自動車　　　 ６台

小型動力ポンプ　　　　 ８台

小型動力ポンプ積敏車　 ８台

消火栓　　　　　　　93 基

防火水槽　　　　　　130

消防団員数

本　 団

第１ 分団:J小 坂 地 区2

第２ 分団;1櫛 田 地 区;･

第 ３分団11森江 野地区)

第 ４分団･I大 雌 地 区l･

第 ５分日･' 大木戸 地区J1

合　 計

lｊ 元

:48 刻

(  78  心卜

1159jj

に 7  ん･

{44 ん

{  2  人 .･

県町 村会長就任の挨拶 する冨永町長(写真左､中

央 は副会長の室井田島町長､右 は芳賀鮫川町長)

県
下
8
0
町
村
の
リ
ー
ダ
ー
に

冨
永
町
長
　
県
町
村
会
会
長
に
就
任

六
月

。
囗
に
福
島
巾
で
開
催
さ
れ
た
、
福
鳥

県
町
付
会
総
会
の
席
Ｌ
、
任
期
満
ｆ
に
伴
う
役

貝
改
選
で
、
ｗｍ
水
武
人
町
艮
が
会
長
に
選
任
さ

れ
ま
し
た
。
県
町

村
会
は
県
内
の
ハ
ト
町
村
を

代
表
し
、
国
や
県
へ
意
兒
や
僥
望
を
准
で
‥
し
て

い
き
ま
す
。
吊

水
町
長
は
県
下
町
村
長
の
リ
ー

ダ
ー
と
し
て
。
地
方
自
治
の
進
展
の
た
め
重
責

を
批
う
こ
と
と
な
り
ま
す
。

地
方
分
権
や
町
村
介
併
、
少
ｆ
鳥
齢
化
な
ど

屯
要
な
課
題
を
抱
え
、
さ
ら
に
財
政
面
に
お
い

て
も
厳
し

い
状
況
の
も
と
、
冨
永
町
長
の
会
長

就
任
は
。
長
年
培
っ
た
行
政
手
腕
と
実
行
力
、

指
導
力

が
高
く
騨
価
さ
れ
た
も
の
で
、
今
後
の

活
躍
が
期
待
さ
れ
ま
す
。
町
村
会
長
の
任
川
は

一
。年
で
す
。

冨
永
町
長
は
唹
成

八
年
七
月
か
ら
は
伊
達
地

方
町
村
会
長
を
務
め
、
ｆ
成
十
一
年
か
ら
は
福

島
県
町
村
会
副
会
長
の
要
職
に
あ
り
ま
し
た
。



藤
田
小
学
校
が
最
優
秀
校
に

県
学
校
歯
科

保
健
優
良
校
表
彰

六
月
六
日
に
行
わ
れ
た
平
成
十
三
年
度
福
鳥
県
学
校
歯
科

保
健
優
良
校
表
彰
に
お
い
て
、
藤
田
小
学
校
が
最
優
秀
校
に

輝
き
ま
し
た
。
ま
た
、
森
江
野
小
学
校
が
優
秀
校
、
小
坂
小

学
校
と
人
木
戸
小
学
校
が
努
力
校
の
受
賞
と
な
り
ま
し
た
。

昨
年
に
引
き
続
く
快
挙
で
、
町
立
全
小
学
校
が
受
賞
す
る
こ

と
は
例
が
な
く
、
非
常
に
優
れ
た
成
紋
と
い
え
ま
す
。

こ
れ
ま
で
全
校
が
一
丸
と
な
り
、
給
食
後
の
歯
磨
き
の
徹

底
や
治
療
向
上
に
努
め
て
き
た
成
果
の
あ
ら
わ
れ
で
す
。

町
営
牧
野
が
開
牧

昨
年
十
月
か
ら
冬
季
閉
鎖
を

し
て
い
た
国
見
町
町
営
牧
野
が

五
月
二
十
一
。日
開
牧
し
、
牛
も

久
し
ぶ
り
の
草
の
感
触
を
た
の

し
み
ま
し
た
。
今
年
は
雪
の
た

め
柵
が
壊
れ
る
な
ど
。
準
備
が

手
闘
収
り
例
年
よ
り
開
牧
が
遅

れ
ま
し
た
。
開
牧
式
で
は
国
見

牧
野
利
川
組
合
の
徳
江
忠
組
合

長
が
「
牛
が
無
事
で
過
せ
る
よ

う
、
皆
さ
ん
の
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。
」
と
挨
拶
。
冨
永
町
長

ら
も
祝
辞
を
述
べ
、
こ
の
ほ
ど

退
任
さ
れ
た
高
橋
友
義
前
組
合

長
に
記
念
品
が
贈
呈
さ
れ
ま
し

た
。組

合
長
に
徳
江
忠
さ
ん

国
見
牧
野
利
用
組
合
総
会

国
見
町
営
牧
野
を
管
理
す
る

国
見
牧
野
利
用
組
合
総
会
は
四

月
九
日
に
行
わ
れ
、
事
業
や
予

算
の
審
議
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

役
員
改
選
で
は
新
組
合
長
に
徳

江
忠
さ
ん
、
副
組
合
長
に
星
野

栄
さ
ん
を
選
出
し
ま
し
た
。

藤田小学校では、全校生が給食後「歯磨きの

歌」に合わせて丹念に歯磨きを行います。歯磨

きカレンダーにより食後の歯磨きを励行し、歯

を治療した児童へ努力賞を授与するなど、家庭

といっしよになった取り組みを進めています。
６月４日からの「虫歯予防週間」には、低学年

の児童が保健委員会のお兄さんお姉さんから、
正しい歯磨きの仕方や歯ブラシの更新について

の指導がなされました。（写真）

『
牧
野
の
こ
と
な
ら
何
時
間
で
も
話
せ
る

し
、
名
前
を
あ
げ
た
ら
限
が
な
い
ほ
ど
多
く

の
方
々
に
お
匪
話
に
な
り
本
当
に
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
ご

組
合
艮
辿
任
の
挨
拶
で
あ
る
．

牧
野
開
般
肖
時
か
ら
現
在
ま
で
を
熟
く
謡
り
、
話
は
尽

き
な
い
、
何
度
と
な
く
「
こ
れ
か
ら
も
よ
ろ
し
く
」
と

鎌
り
返
す
、
牛
と
牧
野
へ
の
思
い
は
衰
え
る
こ
と
が
な

り
そ
の
行
助
力
に
は
定
評
が
あ
り
、
ま
た
、
卍
し
い
と

思
っ
た
こ
と
に
は

．
歩
も
引
か
な
い
頑
固
さ
、
そ
し
て
．

人
情
味
の
厚
さ
か
ら
な
ど
．
そ
の
人
柄
は
多
く
の
方
が

知
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
極
め
て
信
望
が
厚
い
．
現
在
の

町
営
牧
野
を
生
み
、
育
て
匕
げ
、
そ
し
て
町
畜
産
業
を

牽
引
し
て
き
た
．

こ
れ
ま
で
の
苫
労
話
を
聞
い
て
も
、
預
か
っ
た
牛
の

恥

故
の
こ

と
が
何
よ

り
出

て
く
る

。
「
所
有
者
に

申
し

訳
け
な
い
」
と
の
言
葉

が
次

ぎ
つ
ぎ
と
。
何
よ

り
も
悲

し
く
悔
し
い
思

い
出

の
よ
う
だ
。
こ
れ
ま
で

の
自
分
の

苫
労
な
ど
眼
中

に
な
い
様
子
で

。
自
分
の
功

紋
を
飾
る

こ
と
な
ど
微
塵
も
無

い
。

「
雛
木
林

を
切
り

開
き
、
今

の
叱
派
な

牧
野
の

中
に

元
気
な
親
子
の
牛

の
姿
を
兄
る
と

。
な
ん

と
も
い
え
な

い
μ

び
で
胸
が
つ

ま
る
ご

と
目
を
細

め
る
。
「
こ
れ
ま

で
馬
や

牛
と
ケ
モ

ノ

‐１
筋

で
や
っ
て

き
た

ご

と
艇
り

返
り
、
こ
れ
か
ら
も
毎
朝

の
牛
の
予
入
れ
は

欠
か
さ
な

い
と
言
う

。
牛
を
見

つ
め
る
日
は
真

剣
で
あ
る
。
（
Ｈ

）

高橋友義さん
大正３年生まれの現

在85歳。昭和38年の
町営牧野開設当初か

ら携わり、昭和56年
から国見牧野利用組
合畏として活躍、今

年４月の総会におい
て退伍されました。



一年が経過して

介護保険

昨
年
四
月
ス
タ
ー
ト
し
た
介
護
保
険
制
度
も
二
年
目

を
迎

え

、
順
調
に
進
ん
で
お
り
ま
す
。
介
護
保
険
は
社
会
全
体
で

支
え
る
制
度
で
、
高
齢
者
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
町
づ
く
り

の
た
め
、
皆
さ
ま
の
一
層
の
ご
理
解
を
お
願
い
し
ま
す
。
平

成
十
二
年
度
の
国
見
町
の
介
護
保
険
利
用
の
概
要
を
お
知
ら

せ
い
た
し
ま
す
。

介
護
認
定
状
況

町
で

介

護
認

定
を

受
け

た

方

は

二
七

六

名
で

、

う
ち
要

介
護

（
要
支

援

）
認

定
者

は

二
七

一

名

で

、
五

名
が

自
立
（

非
該

当

）

と
な

り
ま

し
た

。
死

亡
し

た

方

を
除

く
今

年

。こ
月
末

現
在

の

実

認
定

者
は

ニ

ニ
（

名

で

、
詳

細

は
左

の
グ

ラ
フ

の

と

お
り
で

す
。

六

十
五

歳
以

上

の
第

一
号

被

保
険

者
（
二
七

。こ
○
名

）
に
占

め

る
割

合
は

約

八
％

で

匸

二
・
五

人

に

一
人

が
認

定

さ
れ
て

い
る

こ
と

に
な

り
ま

す

。
ま

た
、

年

齢
区
分
で
は
七
卜
五
歳
未
満
の

方
が
五
十
名
、
七
卜
五
歳
以
匕

が
一
六
六
名
と
い
う
内
訳
で
す
。

介
護
の
受
給
状
況

認
定
者
の
う
ち
在
宅
の
方
は

一
七
四
名
で
、
施
設
は
四
二
名

で
す
。
認
定
に
よ
り
介
護
サ
ー

ビ
ス
を
受
け
る
た
め
に
は
ケ
ア

プ
ラ
ン
を
作
成
す
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。
在
宅
の
方
で
一
二
一

名
が
ヶ
ア
プ
ラ
ン
を
作
成
し
て

い
ま
す
が
、
二
八
名
が
ケ
ア
ブ

ラ
ン
作
成
せ
ず
に
、
介
護
保
険

の
給
付
を
得
ず
、
家
族
等
の
介

護
を
受
け
て

い
ま
す
。

さ
ら
に
、
実
際

に
介
護
サ
ー

ビ
ス
を
利
川
し
て

い
る
方
は
在

宅
認
定
者
で
一
一
〇
名
、
施
設

に
人
所
し
て

い
る
四
二
名
と
合

わ
せ

。
五
二
名
と
な
り
ま
す
。

入
院
や
家
族
介
護

な
ど
に
よ
り
、

受
給
率
は
七
割
と
な
っ
て
い
ま

す
。（
い
ず
れ
も
数
値
は
平
成
ト

ー。一
年
三
月
時
点
）

主
な
サ
ー
ピ
ス
の
利
用
状
況

サ
ー
ビ
ス
の
利
用
に
つ
い
て

は
、
四
・
五
月
導
人
当
初
か
ら

級
や
か
に
ｈ
昇
し
で
現
在
で
は

ほ
ぼ
横
ば
い
状
況
と
な
っ
て
お

り
、
定
着
し
つ
つ
あ
る
と
い
え

ま
す
。
当
町
に
お
い
て
は
訪
問

介
護
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
が
多
く
、

特
に
短
期
入
所
や
町
の
助
成
制

度
が
充
実
し
て
い
る
訪
問
人
浴

介
護
が
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

保
　
険
　
料

六
十
五
歳
以
Ｌ
の
第
一
号
被

保
険
者
は
三
月
末
で
二
七
二
〇

人
お
り
、
保
険
料
は
総
額
千
四

百
五
十
五
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

年
金
に
よ
り
納
め
て
い
た
だ
く

制
度
か
ら

Ｉ
〇
〇
％
近
い
徴
収

率
と
な
っ
て
い
ま
す
。
十
二
年

度
は
特
別
対
策
に
よ
り
納
付
額

は
四
分
の
一
で
、
卜
三
年
度
は

九
月
ま
で
は
二
分
の
一
、
十
月

か
ら
は
全
額
納
付
と
な
り
ま
す
。

要介護認定者の内訳
合計216 人

【在宅サービス】 ( H 12.4～H  ﾛ 11 ヵ月閾）

主なサービス �月平匂利用者数�
延 べ 利 用 回 数{

一人あたり月琴匐 �
介 諠保険 で
支払 っ た額

防 問 介 腫 �40.2 人 �5 ‘7 詐?1　16.434T'円

訪問入浴介護 �.7 人 �l 門?　 卜.5a)千円

訪 問 看 護 �.6 人 � ツ　6.4 £)1千円

防問リハビリ
テーション �2.9 人 �l?　　822T･ 円

通 所 介 護 �5.2 人 �413 回
( 7 - 2 �ー3.3  

囲千円

適所リハビリ
テーシヨン �2.4 人 �48

 回
( 3-81�3.  引 6千

円

短期入所　(
庫養・生活) �.9

人 � し 48凵
(8.7!�　14.3

 に T ･円
一 一　7.

 ま 5千円居宅介護支援 �&  9.9人 �989 回
庄○･

そ　 の　 他 �4.6 人
�-

�7.732 千円

計 �2.4 人
�-

�.  ( 鳳 ) T ･ 円

【施設サービ ス】

介 護 福 祉施 設
な ど �42

人I　3.  2 
日�I

亀(哨千円



変わります 参議院議員選挙
比例代表選挙は候補者名を！（政党名でも投票できます）

比例区への投票は

こ れ ま で

政 党 名

これからは

候補者名

政 党 名

これまで比例区では政党名を丹いて投票して

いましたが、これからは名簿によるＫ補者名をi!}
いて投票します｡ ただし政党名による投票も

できます。

福島県選挙区への投票は
これ までど おり 、候 補者 名を 潛い て投票 します 、

「公職選挙法」の一部が改正され､今年夏に予

定されている参議院議員通常選挙から適用され

ます。

これまでの参議院議員比例代表選出議員選挙

は、あらかじめ政党側で当選順位を決めておく

方式（拘束名簿式）で、有権者が投票する際は

政党名 を記絞して投票しました。

新たな制度では、名簿で当選順位は決められ

ておらず、有権者が候補者名または政党名のい

ずれかを記絨して投票する方式となり ました。

また、参議院議員定数が252人から冽2人へ削

減されています｡（福島県選挙l式の定数は４のま

まです｡）

【お問合せ先】

国見町選挙管理委員会　??585 －2112

参議員比例代表選挙のしくみ

●名簿による立候補の届出
一定の要件を満たす政党は、当 選順位を

付けないで候補者名簿を届け出ます。

●投票方法
有権者は投票用紙に、名簿に記載された

候補者名を記載して投票します。ただし、

候補者名に代えて政党名を記戴して投票

することができます。

●当選人の決め方
１。政党の総得票数に基づいてドント方

式 により、各政党の当選人の数が決ま

り ます。なお、政党の総得票数は、候

禰者個人の得票と政党名の得票を合算

したものとします。

２．各政党に配分さ れた当 選人の数の中

で、得票数の最も多い候補者から順次

当 選人が決まります。

各政党が候補者名簿を届出(当選順位はなし)

候補者名でも､ 政党名でも投票できる

各政党の総得素奴に応じて議席を比例配分し、候補者ごとの得票数の

順に当選人を決める

０
公
　
示

②
投
票

③
開

示

④
結
果



ｼ ルバー人材ｾﾝﾀｰ をご用命下さい

●軽作業分野
～根気と実皿 で

厘内 ・屋外渭 掃、 配送．除草．

雑役 ．袋駱など

●技能業分野
～すぐれた腕で碓賃に

柚木の手入れ、簡単な大工仕

事．障子・嚶儂り、和裁など

●事務分野
～真心と目侶で

一股事務．宛名盲き、翼状・

挨拶 状霾きなど

●サービス分野
～やさしい心で

相祉一家事嬢助サービス．覃

搴手伝．留守柵.11 添い介護

など

豪こ れら の外にも 、ご用命いただける業務がござい ます。

問い 合わせ下さい 。

お 585  ｰ  05  ( 役 場 ３階)

過去最高の契約額に

シルバー人材センター総会

社
団

法
人

国
見

町

シ
ル

バ

ー
人

材
セ

ン

タ
ー

の

通
常
総

会

は

五
月

三
卜

日

、

観

月
台

文
化

セ

ン

タ
ー
で

開

か

れ
ま
し

た

。
昨

年

度
の

契
約

額
は

五

、
一

八
〇

万

円

（
前

年
比

一
五

・

六
％

増

）
と
過

去

最
高

の

契
約

額
で

あ

る
こ

と

が
報

告

さ
れ

ま
し

た
。

議

事
で

は
平

成

卜
二

年
度

の
嘔

業

報

告

、

決
算

轍
告

の

後
、

十
一
。。年

度
の

嘔

業

計
両

方

針

と
し
て

、

①

就
業

先
の

開

拓
と

就
業

率

の
向
上

②
安

全
就

業
の

推

進

③
地
域

に

宙
着

し

た
セ

ン

タ
ー
巡

営

等

を
確

認
し

ま
し

た
。

役

員
改

選
で

は

理
忝

艮

に
安

達
要

造

さ
ん

、
副

理
嘔

長

に

曳
地

改
作

さ
ん

、

五
卜

嵐
衛

さ

ん
を

そ

れ
ぞ

れ
再

任
し

閉
会

し

ま
し

た
。

国
見
町

シ
ル
バ

ー

人
材

セ

ン
タ

ー
は

、

現
在
会
貝
一
七
一
名

、
平
成

匕
年
度
に
発
足
し
、
十
年
度

に
法
人
化
さ
れ
ま
し
た
。
艮

年
の
経
験
と
技
術
を
地
域
社

会
に
生
か
し
な
が
ら
。
生
き

が
い
の
充
実
を
求
め
社
会
貢

献
を
し
て

い
ま
す
。
親
切
で

丁
水
さ
ら
に
低
価
格
な
こ
と

か
ら
、
雇
川
条
件
が
厳
し
い

巾
、

。
般
家
庭

及
び
企
業
な

ど
へ
の
受
託
も
増
加
し
て
お

り
。
安
達
理
事
長
は
「
今
後

も
お
気
軽
に
ご
川
命
く
だ
さ

い
ご
と
呼
び
か
け
て
い
ま
す
。

平
成
十
二
年
度
の
運
営
状
況

国
見
町
社
会
福
祉
協
議
会

礼
会

福

祉
法

人
国

兄
町

社
会

福

祉
協

議
会

の
理

事

会
及

び
評

議

ｎ

会

は
五

月

二
ｔ

八
日

開
催

さ

れ
、
平

成
十

二

年
度

の
事

業

報
告

と
決

算
が

報
告

さ

れ
ま
し

た

。

同

協
巌

会

が
実

施
し

た
老

人
福

祉
対

策

を
は

じ
め

児
童

福

祉
対

策

、
地

域

福

祉
対

策
な

ど
の

事

業
実

績
が

説
明

さ

れ
、

昨
年

度

か

ら
導

入

さ
れ

た
介

護
保

険
事

業
で

は

三
、

四
四

五
万

円

の
事

業
収

人
と

な

り
ま
し

た

。
全

体
の

総

収
入

額
は

八
、

九

四
瓦
万

円

、
積

立
額

を

含
め

た
総

支
出

額

が
七

、
九

。一
。四
万

円

で

、
肖

期
の

活
動

収

支
額

ブ
〇

、
一

二

。万
円

を

計
ｈ

す
る

こ
と

が

で
き
ま

し

た
。

町

民

総

参

加

に

よ

る

福

祉
活

動

と
し

て

加

人

い
た

だ

い

た

一

般

・
特
別

の

会
員

数

は
三

千
百

世
帯

と

な
り

、
会

費
は

総
額

で

四

百

六
十

二
万

円
と

な

り
ま
し

た

。
寄

付

金
も

四
百

五
十
万

円

を

超

え

、
共

同
募

金
な

ど
町

民

み
な

さ
ま

よ

り

お
寄
せ

い

た
だ

い
た

善

意

が
報

告

さ
れ
ま

し

た
。

会　員　数
(平成12 年度末)

一般会員　２,８９５世帯

特別会員　２０６世帯　２２団体

賛助会員　法人４２件　団体３件

会費の額　4.615 千円

平成12 年度決算の概要
(単位：干円)

事業 活 動 収 入･｜：･　　　89  , 453

事業 活 動 支出１,･　　　79.341

収 支差 引 残 釦ﾑ 司T 叫･

10.1  1  2



5

月のグラビア

「
介
護
者
慰
労
金
贈
呈

式
」
が
五
月
十
日
行
わ
れ
。
二
十

七
名
に
贈
ら
れ
ま
し
た
。
重
度
の
介
護
が
必
要
な
方
を
、

自
宅
で
お
世
話
す
る
家
族
の
方
々

を
ね
ぎ
ら
い
、
在
宅
介

護
を
支
援
す
る
た
め
設
け
ら
れ
た
も
の
で
す
。
冨

永
町
長

か
ら
励
ま
し
の
言
粟
が
添
え
ら
れ
慰
労
金
を
手
渡
さ
れ
ま

し
た
。

ま
た

。
在
宅
で
介
護
を
受
け
て
い
る
方
へ

の
「

介
護
見

舞
金
」
は
民
生
委
員
の
方
を
介
し
。
一
九
五
名
に
贈
ら
れ

ま
し
た

。

介護慰労金贈呈式

献血ご協力ありがとうございました

５月25日 に開 催さ れた国見网 献血推 進協譲会総

会の席上. これまで献血にご 協力い ただいた方々が

表彫さ れました．受彫者は次のと おり です．

【個人】（100回Ｕ 上）菅 野侶朗さん. （10回以上）

吾妻健一さん ．菊地幸 治さん 、膏栄子さん．安彦光

奥さ ん、犬伏房子さん

旧 体l 国見電子 株式会 社 清水製作所 株式会社福

島 工場 生活協同組合コープ福島 コープ マート国見

秋
を
楽
し
み
に

児
童
が
田
植
え

各小掌校の児重が田植えに挑戦。収穫までの作業

を体験しながらお米になるまでの観察を進めます。

地域の方々の協力をいただき、つながりを深めなが

ら。米づくりの大変さも実感し ます。秋には各校で

収穫を况う催しが予定されています。

さなぶりの集い
小坂小学校では｡田 植えも終わり●の農作業 が一

段落し たことを 祝う ，「さ なぷりの集い」が５月24

日 行われまし た｡こ れまでの活動で分かったこと や

気づい たこと ，今年の目 標を発表し 。お世話になっ

た方々ととも に赤飯での会食をし まし た。

鯉のぼりのもと

大枝地区ｹﾞｰﾄ ﾎﾞｰﾙ 大会

大
枝
地
区
家

庭
ス
ポ
ー
ツ

協
会

（
瀬
戸
邦
光
会
艮
）

で
は

、
五
月
三
日
東
郎
高
齢
者
等
活
性
化
セ
ン

タ
ー
に

お
い
て

。
ゲ
ー
ト
ポ
ー
ル
大
会
を
開
催
、
四

十
一
匹
の

鯉
の

ぼ
り
の
も
と
、
町
内
会
対
抗
に
よ
る
熱
峨
が
繰
り

広
げ
ら
れ
ま
し
た
。
鯉
の
ぼ
り
は
青
少
年
青
成
町
民
会

議
大
枝
地
区
推
進
協
議
会
が
良
い
（
四

）
）
子
に

育
つ

よ
う
に
と
願
い
を
込
め
掲
げ
た
も
の
で

す
。



小学 校 で運 動会

各小学校では ５月20日( 大枝小は27日)

運動会が開催さ れまし た。

藤
田
小

「
奥
州

あ
つ
か

し
合

戦
」
で

は
藤
原
軍
と

鎌
倉
軍
が
激
突

大
枝
小

「
大
漁
だ
」
で
は
う
な
ぎ
が

な
か
な
か
つ
か
め
ず
四
苦
八
苦

大
木
戸
小

粉
の
中
か
ら
マ
シ
ュ
マ
ロ
探
し

小
坂
小

低
学
年
生
に
よ
る

「
ゴ
ー
ル
め
ざ
し
て
Ｇ
Ｏ
」

森
江
野
小

華
や
か
な
鼓
笛
パ
レ
ー
ド

国見町長杯スポーツ大会
５月13 日の総合開会 式で熊幕し た国見町 長杯 スポーツ大

会は､５種目 に約600 人が参加し熱戦 が繰り広げらｵ1 まし た。

６月10日には最終穂目 の家庭バレ ーポール大会 が行われ｡終

了後に行 われた総合閉会式では各 種目 の入賞 チームが袤彰

さ れまし た。成脯は次のと おり です。

�優　　勝 �凖 優 勝 � 第 ３ 位

・6コ野球入会　ｌ只ジ･･ィアンツ��タイヤシ:,ク �ピ
エロペース

ボーjL,グラフ

19 回ｹﾞｰﾄ　　 μ日c　l　 廼田A
匸 氷 謡

≒ ▽ ���

藤田日

���ｒ∃ｼﾞラフ三弓Ξ又゛-.S11

￥汨同バウンド
テニス大会 �

佐藤 Ｑ罵　　行 . 〒 ｱ
冱田富男子ペア| 仲野ミリヲベア��l

公涌 り
大物ツ冫ペア

屬19
二軍缸,

一心一本－い,二�プラ グ,けンサ・�

、　　　 冖犬喰
ドリーム　　

バレーS`卜 会

各種目で優勝したみなさ ん



保健だより
保健福祉課保険増進係( 585 )‘2783

子宮がん検診を

受 けましょう！

3()歳以上の女性を対象に子宮がん検診を行います。

＊受 診対象者には、後日受 診票およびハガキで 個別に通知いたします。

・ 期間／７月 ９日から９月 ７日まで

(但し､８月６・７日､13日～18日 を除く)

・場 所／公立藤田総合病院　婦人科外来

育　児　教　室

該　 当　 児 � 実 施　日 � 受 付 時 間 � 会　　 場

平成13年１月～２月生まれの乳児 � ８月２日(木) � 午後１眄30分～午後２畤 �
観月台文化センター

第１和室

（内容〉☆身長・体埀測定、調乳、離乳、予防接種などについて くお かあさんへ〉☆母子健康手帳を忘れずに！

乳　児　健　診

骸　 当　 児 � 実 施　日 � 受 付 時 間 � 会　　 場

・３か月児（平成13年４月生まれ）

・９か月児（平成12年10月生まれ） �
８月30日(木) � 午後１眄30分～午後２畤 �

観月台文化センター
第１和室

（健診内容）☆医師の指尋、身長 一体重測定、綢乳、離乳、予防接種などについて

くおかあさんへ）☆母子健康手帳を忘れずに！

Ｂ型肝炎・Ｃ型肝炎検査受診について

昭和63 年以前に血友病以外の多 量の出 血をともな

う病気 で 、非加熱血液凝固因子製剤の投与を受 けた

場合｡ 肝炎に感染し ている恐れ が指摘されてい ます。

厚生労 働省では薬剤を扱った病院 を公表し 、可能性

のある 方に肝炎ウィルス検査を呼 びかけ ています。

期限 までは 無料で検査ができますの で 、心当たりの

方は下 記の公表医療機関での受診をお すすめします。

〈対象者〉 昭和47年～昭和63 年の間に次のような病気で ，公表医

爾機関に入院し たことのある方

・ 新生児出血症(新生児メレナ,ビタミンＫ欠乏症等)の病気で

｢血がとまりにくい｣との指摘を受けた人

・ 肝硬変や劇症誑炎で入院し ，出血が著し かった人

・ 食道静脈瘤の破裂や消化器系により大纛の吐下血があった人

・大儷に出血するような手術を受けた人(出産聘の大量出血も含む)

〈検量受け入れ朋問〉 平成13 年７月31日まで

福島県で公表されている医療機関はつぎのとおりです。
�Ｊ　-４･Ｓ一匹 �-= ｊ ｒ．ａ ’・ ! ・１．ひ －　　 一 皿

医療法人西会西病院 �Q240-34-2525�公立相馬総合病院 �0244-36-5101

福鳥県立医科大学医学部付属病院 �4-  8-2111 �公立岩瀬病院 �[X?- 一 3 日 1

財団法人太田綜合病院附異太田西ノ内病碗 �4-  5- �財団法人竹田綜合病院 �-27-

厚生囂婁脇同組合運合会白河厚生総合孱餮 �48  ｰ -211 �財団法人大原綜合病院 �4-5  % -3

財団法人白楡会総合会津中央病院 �2  ｰ -1515 �労働福祉事柬団裲島労災病院 �(X?46-26-川１

財団法人太田綜合病院附属太田記念病院 �4-  5-1 �医療法人租善会博多医院 �〔X?4ﾌﾌーﾟS-pm5

寿泉堂綜合病院 �4  ｰ  ｰ  3 �医療法人社団真子会 すやま小児科 �CX?4- -81  日

いわき市立総合磐城共立病院 �能 46-26-3151 �白岩医院 �847- 刀 -
医療法人三愛会池田記念病院 �48   ー75  ー2165�医療法人桑島医院 �49-73-

済生会福島総合病院 �024-5 -5171 �財団 法人日本文4匕厚生財暦 汕 総合病院【廃院】

渡辺病院 �4A 2- �本多記念東北循環器科病院【廃院1

豪な お、詳しくは、県北保健所(7?534-4101) にお問い合せく ださい。

また。厚生労働省のホームページhttp:// ｗｗｗ,mhlw.9 ０.jp/houdou/0103/hO&?9･1  . 猷 m でーも参照い ただけます。
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付
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四
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付
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で
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国
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採
用
試
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試
験
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卒
業
程
度
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の
受
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者

を
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ま
す
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試
験
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▼
受
付
期

間
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六
月
二
十
日
（
水

）
か

ら
二
十
七
日
（
水
）
ま
で
▼

職
種

◇
行
政
◇
郵

政
◇
税

務

▼
一
次
試
験
日

…
九
月

三
日
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）

★
こ
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に
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警
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務
官
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の
試
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も
実

施

さ
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ま
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。
詳
し
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容
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求
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★
問
い
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人
事
院
東
北
事
務
局
第

二
課－`

０

２
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２

２

１

）
２

０

２

２

パソコン(IT)基礎技能講習会
４月にスタートした『パソコン（ ＩＴ ）基礎技能講習 会』

は、既 に７講座140 名の 方が受講され､好評のうち開催されて

います。観月台 文化センターを会場に、 インストラクター１

名、アシスタ ント２名の体制で実施しており、パソコンの起

動、マウスの操作といった基礎から、インタ ーネット、電子

メールまで を学習しています。はじめての方でも安心して受

講できますので、この機会に【ＩＴ】 を体験・習得ください。

受講生募集

土日コースの第４期・５期の受講生を雰集し

ています。また、平日コースの第10期で若干

名を募集します。10月以降の後期講座につい
ては９月に募集する予定です。

詳しくは､生涯学習課課 ( 585 ) 2676までお問合せください。

７月(一部８月)開催日程
コース � 開 催 日 ����開催時間

土日コース
( 第 4 期 ) �7 /1422�

土)15( 日)21 く土)

日)  28 (土)  29 (日) ���13:3
〔}～15:30

平日コース
(第９期) �7

 /  6  ( 金) ９( 月)11( 水

13( 金)  1 6 (月)18( 水 ����13:3a
～15:匐

平日コース
(第10期) �7/23(

月
30(月��Z5(

水)X7(金)8/?(
水)3(金)��13:30

～15 ;

夜間
コース

(第14期) �7

 /  6  ( 金 )  9 月)11( 水)　

13く金 ) 16 (月)  18 (水) ����19:(
χ)～21:00

夜岡コース
(第15期) �7 /2330�

月)25( 水)  27 ( 金 )

月)8/1( 水)3( 金) ���19:(
χ)～21:00

９月開催日程

コース � 開 催 日 ���開催時閥
土日 コー ス

(  第 5 期 ) �

９ ／１（土）２（日

９（日）15（土 �

８く土)16(

日) ��: 30 ･
～15:匐

平日コース
(第11期) �9

 / 10 (月)  1 2 (水

17( 月)  19 (水 �14(
金2U
金 ��13:30

～15:30

夜間 コー ス

(  第 16 期 ) �9

 / 10 (月)12( 水)  14 (金

17( 月)19( 水)  21 (金 ���19:(X)
～21:圓



異文化体験教室
｢国際交流｣人との共生!

｢ふるさと体感｣森との共生!

県北地方に住む小学５年生から中学生を対

象に、異文化体験教室を團催します。在宅外

国人との交流を通じ 。外国の文化 一生活など

に触れるとともに 、ふるさとの自然や文化も

体験するものです。

・開催日…７月24日(火)

・内容…二本松青年海外協力隊訓練所での在

住外国人との交流をはじめ、県民の森での

自然観察、森の民話茶屋での｢ 昔語り｣

・参加資格…県北地方に住む小学５年生から

中学生(45 名 一応募多数の場合は抽選)

・応募締切…７月９日　参加料は無料です。

応募方法や詳細はお問い合せください。

★応募先・問い合せ先

〒960－8601

福島市役所内福島地方広域行政事務組合

｢異文化体験教室｣係

??( 52D8312
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県
北
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六
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催
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族
や

お
友
だ
ち
と
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

７

月
1
4
日
（
土

）
午

前
1
0
畸

か

ら

午

後

３

畤

ア
ク
ア
ク
リ
ー
ン
あ
ぷ
く
ま

東
北
浄
化

セ
ン
タ
ー

一
　
　
　

ど

ダ
　
　

な

察

イ
　
　

ー

観

ラ

ー
り

リ

放

物

ス

シ

取

ラ

閧

一`一
ク

ツ

み

ズ

股
　

ツ

ネ

か

イ

施

化

二

型

つ

ク

皿

浄

タ

ム

の

博

賢

イ

ー
ス

来

水

水

タ

ド

マ

未

一
　
　
一

学
　

外

見
　

が

西

分

署

だ

よ

り

危
険
物
安
全
週
間

『
危
険
物
　
め
ざ
す
ゴ
ー
ル
は
無
災
害
』

を
統
一
標
語
に
、
毎
年
六
月
第
二
週
を
危

険
物
週
間
と
定
め
て
。
危
険
物
の
保
安
に

関
す
る
意
識
の
高
揚
と
啓
発
を
推
堆
し
て

い
ま
す
。

家
庭
内
に
も
危
険
物
は
い
ろ
い
ろ
あ
り
、

灯
油
や
ガ
ソ
リ
ン
は
も
と
よ
り
、
調
理
用

の
汕
や
ヘ
ア
ー
ス
プ
レ

ー
な
ど
の
日
常
品

な
ど
も
含
ま
れ
ま
す
。
保
管
に
も
気
を
付

け
、
火
気
の
近
く
で
は
絶
対
に
取
り
扱
わ

な
い
で
下
さ
い
。

甲
種
防
火
管
理
者
講
習
開
催

開

催

日

七
月
五
日

こ
（

日

場
　

所

保
原
町
中
央
公
民
館

受

講

料

五
千
円

受
付
期
限
　
六
月
二
十
九
日

申

込

先

伊
達
地
方
消
防
組
合
消
防
本
部

＊
申
込
用
紙
は
西
分
署
を
は
じ
め
本
部
な

ど
で
交
付
し
て

い
ま
す
。

「
防
火
管
理
者
」
の
設
置
を
義
務
付
け
ら

れ
て

い
る
事
業
所
な
ど
で
、
未
設
置
の
場

合
は
、
本
講
習
に
よ
り
管
理
者
を
選
任
す

る
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

伊
達
地
方
消
防
組
合
西
分
薯

ｇ
（
５
８
２
）
3
1
9
0



歯

っ

ぴ

い

ラ

イ
フ

只
）
Ｏ

り／
｀
Ｏ

募

集

歯
は

重
要
な
役
割

を
担

っ
て

い
ま
す
。

県
や

歯
科

医

師
会

で
は

「
8
0歳

で
2
0

本

の
歯
を
残

そ
う
」
を
生

涯

の
健
康
目
標

と
す
る
8
0
2
0

運
動

を
推
進
し
て

お
り
、
該
当

す
る
方
の
表

彰
、
認
定
を
し

て
い
ま
す
。

次
に
よ
り
該
当

の
方
は

ご

応
募
く
だ

さ
い
。

▼
対
象
者

…
県
内
に

お
住

ま
い
の

八
十

歳
以
上
の
方

で
、
十

分
に
機
能
し
て

い

る
自
分
の

歯
二
十
本
以

上

あ

る
方
（

既
に
認
定

さ
れ

て

い
る
方
を
除
く
。
）
▼
募

集
期
限
：
亠（

月
三
十

日
▼

応

募
方
法
・
：
か

か
り
つ
け

歯
科
医
院
（
歯

科
医
師
会

会

員
）
に
応
募

す
る
こ
と

を
申
し
出
て

口
腔
の
検
診

を
受
け
て

く
だ
さ
い
。（
検

診
は
無
料
で

す
。
）

★
問
い
合

わ
せ

先

県
健
康
増

進
課

″`（
５

２
１

）
7
2
3
7
　

又
は

県
歯
科
医
師
会

豐
（
５
２
３

）
3
2
6
6

お
知
ら
せ

一
人
で
悩
ま
ず
相
談
を
！

〈
特
設
人
権
相
談
所
開
設
）

七
月
は
「
社
会
を
明
る

く
す
る
運
動

」
強
調
月
悶

で
す
。

毎
日
の
生

活
の
な
か
で

、

ふ
く
ら
ん
で

い
く
悩
み

を
、

ひ
と
り
で

か
か
え
な

い
で

、

特
設
人
権

相
談
所
に

お
気

軽
に
ご
相

談
く
だ
さ

い
。

相
談
は
無

料
で
。
秘
密

は

厳
守
し

ま
す
。
む
ず

か
し

い
手
続

き
も

い
り
ま
せ

ん
。

〔
特

設
人

権
相
談
所
〕

▼

日

時

・：

七

月

卜

二

日

（
木

）
午

前

十

時

か

ら

午

後

三
時

ま

で

▼
場

所

…

国

見

町
観

月

台

文

化

セ

ン

タ

ー

ニ

階

第

．
会

議

室

★

問

い

合

わ
せ

福

鳥

地

方

法

務

局
　

福

鳥

人

権

擁

護

委

員

協

議

会

一`一（
５

３

４

）－

１

１

１

河川をきれいに
7月は河川愛護月間です

ふるさとの河川を守るため｡町内を流

れる河川を対 象に､クリ ーンアップ 作戦

を展開し ます。

こ のクリ ーン アップ作戦は､全国一斉

に行われる もので､河川 敷に捨てられた

ごみや空き缶なとを回 収し たり､雑草木

の刈り 払いを行うもの です｡ご協力をお

願いし ます｡実施日は次のとおりです。

クリーンアップ作戦7月1日(日)

＊後日､ 詳しいことをお知らせし ます。

【問い 合 わ せ】

建設課　 維持管理係(  5 ) 29 ? 2

松
く

い
虫
防
除

町
で

は
松

く
い
虫
に
よ

る
こ

の
被
害
を
防

ぐ
た
め

に
、
ヘ
リ
コ
プ

タ
ー
に
よ

る
薬

剤
散
布

を
行
い
ま
す
。

▼
散
布
地
域

◇
石

毋
田
横

向

、
肱
曲
、

熊
笹

ヶ
入
周

辺
の
松
林
◇

泉
田

新
田
周

辺
の
松
林

▼
散
布
日
・
時

間
◇
六
月
ニ
ト

日
、
七
月

四
日
◇
石
ほ

田
地
区
・
：
午

前
四
時
三
十

分
～
六
時

◇

泉
田
新
田

地
区
…
午
前

五

時
三
十

分
～
八
時
三
十

分

◆
散
布

日
や
散
布
時
間

は
、

天
候

に
よ

っ
て
変

わ
る
場

合

が
あ
り
ま
す
◆
散

布
日

は
対

象
区
域
内
に

立
入
ら

な

い
で
く
だ
さ

い
◆
散
布

区
域

の
林
道
は

通
行
止
め

に
な
り
ま
す
◆

農
薬
へ
の

反

応
に
は
個
人
差

が
あ
り
、

万

一
対
象
区
城

に
入
る
な

ど
に
よ
り

。
体

の
不
調
が

現
わ
れ

た
場
合
は
、
す

ぐ

に
医
療
機

関
に
ご
相
談

く

だ
さ

い
。

★
問
い
合

わ
せ

農
林
課
　
農
林
振
興
係

贄（
５
８
５
）
2
9
8
6

結

婚
お

め
で

と
う

斎
藤
　
直
人
ご

小
貿
坂
好
美
丿

菊
地
　
喜
信
丿

熊
田
千
賀
子
ｊ

第
　
７

石
毋
田
原

誕
生
お
め
で
と
う

岡
崎
　

優

太
了
（
第
　

４

）

義
弘

。・
气

直
子
丿

奥
山
　

花
波
ｙ
（
板
　

橋

）

滞

隆
ｊ

・
フ
ミ
エ

ー

近
久

み
ず
花
沢
（
板
　

橋

）

寿

幸
～

・
瑞

ご

本
多
　

智
博
ｙ
（
第
　

七

）

治
ｊ

・
由
美

子
丿

一
條
　

桃
花
ｙ
（
石
母
田
東
）

聡
ｊ

・
恵

美
バ

大
内
　

春
菜
ｙ
（
宮
町

北
）

享
ｊ

・
香

梨
丿

高
橋
　

萌
恵
夕
（
板
　

橋
）

芳
夫
ｊ

・
由
美
丿

市
川
　

尚

弥
ｙ
（
宮
町
北
）

新
吾
ｊ

・
千
香

子
ｊ

一

條
　
　

歩

．．・
‘（

駅
　

前

）

輝

幸

ｊ

・
真

奈

望

丿

岩

城
　
　

治
ｙ

（
川
　

内

）

勉

ｊ

・

奈

美

子

丿

木

村
　

優

花
ｙ

（
沌
　

山

）

武

志

ｊ

・
理

忠

丿

西

本
　

海

音
ｙ

（
滝
　

山

）

健

二
ｊ

・
由

希

子

丿

佐

藤
　

圭

佑
ｙ
（
も
母
田
東
）

武

徳
ｊ

・
美

貴

丿

田

代
　

千

春
ｙ
（
宮
　

東

）

利

勝

ｊ

・
眞

由

美

ご

お
く
や
み
申
し
上
げ
ま
す

星
　
　

キ
サ

ー
8
2（
第

り
Ｉ
）

松
浦
權
治
郎

丿
圃
（
な
…
四
）

浅
野
吉

三
郎
ご
助
（
山
崎
北
）

八
巻
　

敏
美
j
9
1（
錦
町

）

武
藤
キ

ク
ノ
ー
9
4（
柯
町
南
）

本
間
　

キ
ョ
ー
9
6（
大
町
北
）

佐
藤
　

光
一
ご
6
4（
大
坂

）

笠
原
新

太
郎
丿
8
1（
な
韲

）

（
５
月
3
1日
届

出
分
ま
で

）
掲載を希望されない方は 、届け出の際にお申し 出下さい。

７月の心配ごと相談

Ｓ日哨 占Ⅲ 騁嬰14
佐久間ッミ゙ 4

13日ｔ 佐久 間巓14
石肌さよ咀14

25日衂 武田　 黔″4
佐● 止袈 ，゙

●崎所 伶叫{２階}扣鴣室

●畤間 午 9 一正乍

人口と世帯
5月1日現在

人口1  154 人( ｰ 28 )

男5.81 人(－ ９)

女5.763 人(   ー19 )

出生10人 死亡8 人
転入37人 転出67人

世帯3.175世帯(十〇



生涯学

習 つうしん

国見町教育委員会生涯学習課

(観月台文化センター〉
( 5 ) 2676 FAX ( 585〉2707

楽
し
く
学
ん
で
、
自
己
を
高
め
よ
う

～
公
民
館
各
教
室
が
開
講
～

公
民
館
の
教
室
（
阿
津
賀
志
学
級
・
成
人
学
級
・

子
育
て
教
室
・
く
に
み
女
性
教
室
・
少
年
仲
問
づ
く

り
教
室
）
が
、
五
月
に
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

・
阿
津
賀
志
学
級

阿

津

賀
志

学
級

開
講

式
並

び

に
交

通

安
全

大
学

証
交

付

式
は

斤
月

九
日

観
月

台

文
化

セ

ン
タ

ー
ホ

ー
ル

に

お

い
て
挙

行

さ
れ

ま
し

た
『
。
式

は
安

藤
政

治

学
級

委
貝

艮

の
挨

拶
、

冨
永

町
艮

の

学
級

沿

革
と

昨
今

の
発
・展

的
町

政

を
話

題
に

激
励

の
こ

と

ば
の

後
、
新
学
級
生
一
。十

。
名
を
代

表
し
関
木
朿
学
級
生
へ
交
通
安

全
大
学
証
が
交
付

さ
れ
ま
し
た
。

八
島
博
卍
副
議
長
と
速
藤
眞
桑

折
聾
‥察
署
長
の
祝
辞
を
頂
き
、

安
全
で
潤
い
の
あ
る
生
活
の
確

立
を
誓

い（
い
い
ま
し
た
。

開
講
式
の
後
、
昨
年
に
続
き

「
加
齢
と
健
康
パ
ー
ト
ｎ

」
と

題
し
て
公
立
藤
田
総
合
病
院
名

誉

院
艮

本
宿

尚
先

乍

の
£

念

講

演

が
あ

り

、
ａ

富

な

資

料
と
只

体

例
を

臓

り
込

み

、
判

り
易

い

お
話
で

。
有

意
義

な

馳

演
と

な

り

ま
し

た
。

五
月

現
在

総
学

級

生

こ
ほ

。
。。

十

。
名

。
学

習
内

容

は

、
令
体

会

と
し

て
講

演
・
火

技
・
旅

行
・

剛

芸
等

、
趣

味

の
六

グ
ル

ー

プ

学

習
の

溝

座
を
加

え
る

と
年
間

五

十
回

ほ

ど
が

開

設
さ

れ
ま

す
。

・
子
育
て
教
室

ｆ
介
て
教
雫
の
開
講
式
は
阮

月
卜

。
囗
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

は
じ
め
に
、
占
田
教
青
長
よ

り
、
幼
児
期
に
お
け
る
家
庭
教

育
の
假
要

性
と
ｆ
育
て
教
室
の

ね
ら
い
、
さ
ら
に
お
母
さ
ん
達

へ
の
期
待
を
盛
り
込
ん
だ
あ
い

さ
つ
が
あ
り
ま
し
た
．
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
さ
ん
の
自
己
紹
介
の
後
．

学
級
委
員
艮
の
大
津
由
紀
さ
ん

か
ら
は
、「
ｆ
育
て
教
室
で
．
み

ん
な
と
楽
し
く
学
び
な
が
ら
、

親
ｆ
共
々
友
達
の
輪
を
広
げ
て

い
き
た
い
ご
と
の
抱
負
が
力
強

く
述
べ
ら
れ
ま
し
た
．

閉
式
後
、
第
一
川
の
学
習
で

は
、
サ
ー
ク
ル
エ
プ
ロ
ン
の
皆

さ
ん
に
よ
る
人
形
劇
を
鑑
賞
し

ま
し
た
．

ミ

．一
歳
児
が
多
く
、

人
き
な
人
形
を
見
て
母
親
に
し

が
み
つ
く
．
1
1
ど
も
さ
ん
も
い
ま

し
た
が
、
実
物
の
人
形
の
迫
力

に
．
吸
い
込
ま
れ
る
よ

う
に
見

入
っ
て
い
ま
し
た
．

劇
の
合
間

に
リ
ズ
ム
体
操
を
し
た
り
し
て

楽
し
く
過
ご
す
こ
と
が
で
き
ま

し

た

。

前

担
当

の
佐

藤

富
ｆ

先
生

か

ら
の

祝
電

の
よ

う
に

「
楽
し

く

学

ん
で
楽

し

く
子

育
て

を
…

。
」

を
モ

ッ
ト

ー

に
今

年
も

ス

タ
ー

ト

し

ま
し

た
。

一

少
年
仲
間

づ
く
り
教
室

少
年
仲
問
づ
く
り
教
宇
の
開

講
式
は
五
月
卜
二
日
観
月
台
文

化
セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
教
室
は
、
町
内
各
小
学
校

の
四
年
生
か
ら
六
年
生
ま
で
の

児
童
を
対
象
に
、
学
校
や
学
年

の
異
な
る
集
団
の
中
で
、
相
。互

に
俘
敬
や
思
い
や
り
の
心
を
育

み
、
社
会
の
変
化
に
主
体
的
に

対
応
で
き
る
心
粁
か
で
た
く
ま

し

い
児
辰
を
育
成
す
る
こ
と
を

目
的
に
実
施
し
て
い
ま
す
。

開
講
式
に
は
児
嶬
三
卜
名
と

そ
の
保
護
者
が
出
席
し
ま
し
た
。

武
田
公
民
館
長
の
あ
い
さ
つ
と
、

堀
江
通
藤
山
小
学
校
長
か
ら
励

ま
し
の
言
葉
を
頂
き
ま
し
た
。

オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
で
は
、

キ
ャ
ン
プ
や
バ
ー
ド
ウ
ォ
ッ
チ

ン
グ
な
ど
、
今
後
の
活
動
計
画

の
脱
明
を
聞
き
ま
し
た
。
そ
の

後
、
体
育
館
で
レ
ク
リ
エ
ー
シ

ョ
ン
協
会
の
講
師
に
よ
る
ゲ
ー

ム
な
ど
を
楽
し
み
ま
し
た
。



・
成
人
学
級

成

人

学
級

の
開

講
式

は

、
五

月
十

一
日

、

四
十

一
名

の

学
級

生
で

行

い
ま
し

た

。

本

年

度
は

、「
主

体
的

に
学

習

に
参

加
し

、
学

級

生
相

互
の

親

睦
と

連

帯
感

を
深

め
な

が
ら

自

己

を

高
め

る
」

と

の
努

力
事

項

に
、

新
た

に

「
生

活
と

の
つ

な

が
り

の
中

で

、
地
域

に

関

わ
る

様

々

な
問

題

を
考

え
る

」
と

い

う
項

お
こ
し

、

私

た
ち

に
出

来

る
こ

と
に

つ

い
て
考

え

て
み

る

こ

と

に
し

ま
し

た
。

新
し

い
学
習

内
容

と
し

て

、

給

食

セ
ン

タ
ー

等

の
見

学
、

う

つ

く
し

ま
未

来

博

・
プ
ル

サ

ー

マ
ル

で

ゆ

れ
て

い
る

原
子

力
発

電
施

設
の

見
学

等

を
計
画

し

て

い
ま

す
。

開

講
式

終
了

後

、
第

一
回

の

学
習
会

と

し
て

、
「
学

校

、
家

庭
、

地

域
社

会

で
子

ど
も

を

育
て
よ

う
」

と

い
う
演

題
で

、
藤

田

小

学
校
長

の

堀
江

通
先

生
よ

り

お

話
を
頂

き

ま
し

た
。

学
校

、
家

庭

、
地

域
社

会

の

役
割

と
そ

の
内

容
を
只

体

的

に

話
さ

れ
、
日
ｆ
速

、
孫

育
て

に

、

隣

近

所
の

子
ど

も
た

ち
へ

の

働

き

か
け

に

役
立

つ
甜

演
で

し

た
。

最
後

に

、
学

級
委

員
長

に
渡

邊

等
さ

ん

、
副

委
貝

長
に

、
古

内

由
克

さ

ん
、
会

計

に
韭

澤
ア

キ

さ

ん
を

、
方

部
員

と
し

て
六

名

の
方

を

選
出
し

ま

し
た

。

・
く
に
み
女
性
教
室

く
に
み
女
性
教
室
の
開
講
式

は
、
五
月
ｔ

六
日

、
観
月
台
文

化
セ
ン
タ
ー
で
行

わ
れ
ま
し
た
。

今
年
度
は
、
講

話
、
う
つ
く

し
ま
未
来
博
見
学
、
ヨ
ー
ガ
、

調
理
実
習
な
ど
、
士

一
回
の
全

体
学
習
と
、
手
芸
、
煎
茶
。
ス

ポ
ー
ツ
民
踊
な
ど
三
つ
の
グ
ル

ー
プ
学
習
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

開
講
式
終
了
後
、
努
力
日
標

で
あ
る
、
主
体
的
な
学
習
と
相

互
学
習
を
進
め
る
た
め
に
、
懇

談
会
を
し
ま
し
た
。
今
年
は
学

習
の
中
に
、
教
室
生
が
積
極
的

に
取
組
め
る
内
容
を
取
り
入
れ
、

楽
し
く
参
加
で
き
る
よ
う
に
し

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

行事のお知らせ

6月
18日(月) く に み女性 教 室(囗マ ン ドール)

子ども 移動 図 魯館(大 木戸 小)

19 日(火) 子 ども 移動 図書 館(大 枝小)

21日( 木) 阿 津賀 志学 級(和 紙工 芸)

子 ども 移動 図書 館(森 江野 小)

22日( 金) 子 育て 教室( 楽し い料 理)

阿 津賀 志学 級( スポー ツ民 踊)

23日( 土) 少 年劇 場｢お にの 捨六｣

25日( 月) く にみ 女性 教室( 囗マ ンド ール)

子ど も 移動 図書 館(藤田 小1 年)

26日( 火) 阿 津賀 志学級( 魯 道)

27日( 水) く にみ 女性 教宰(囗 マン ドー ル)

28日( 木) 阿津 賀志 学縷( 陶芸)

29日( 金) 合同 学習 会

{眄諏觜專学繦･成人字翩･くにみ女僅敦室}

7月

３日(火) 子ども移動図●館(小坂小)

４日(水) 阿津賀志学級(陶芸)

５日(木) 阿津賀志学級(和鯲Ｔ芸)

子とも移動図魯館(森江野小)
６日( 金) 子育て教室(歇つておどって)　

成人学績(文学散歩)

子ども移動図●館(藤田小２年)10

日(火) 阿津賀志学級(書通)

子ども移動図書館(大枝小)

11日(水) 阿津賀志学級(陶芸)

くにみ女性教室(見学学習)

ソフトバレーポール教室

12日(木) 阿淳賀志学級(和紙工芸)

子ども移動図書館(藤田小３年)13

日(金) 子ども移動図書館(藤田小１年)14

日(土) 少年仲間づくり教室

あなたの体力は？
スポーツテスト参加者募集

・ 日　時7 月20日( 祝)

・午前９眄から(  歳から79歳 までの方)　

・午後１時から く20蔵から64廐 までの方)

・ 場 所 観月台文化センター体育館

・対 象　网在住又は在動の方で20癩から79　

蔵までの方

・定　員　65歳～79歟の郡(3{}人程度)

20歳～64歟の郡(40 人程度)

●内 容　　.･

・65癩～79廐の部･･･握力測定，上体おこし ，

長座体前屈 ，片足立ち,10m 障害物歩行，

６分間歩行

・20肅～64歳の部･･･握力測定 ，上体おこし ，

反復横とび ．長座体前屈，立ち幅飛び，

シャトルラン

・申 込み　７月９日,(月)まで社会体育係へ

(電話での申込み可)

フレンドリーくにみ忠雄

バウンドテニス教室

●日 時

・昼の部〔9:30 ～11:30 〕

7 月５日.12 日.19日､26 日(木)

・夜の田(19:30 ～21:00)

7 月10 日.1? 日.24日.31 日(火)

・ 場 所 驪月台文化センター体膏攤

・ 申込み･同い 合わせ先

フレンドリ ーくにみ

(鈴木孝櫨5  ｰ 2 3 )へ

ソフトバレーボール教室
・日 聘　 ７月４日.11日,18 日(水)

午後７聘30 分から 午後９聘まで

・ 場 所 観月右文化センター体膏館

・ 対 象 町在住又は 在動の方

(年魯.性別は問いません;
・ 定 員30 人

・ 指褥者 梅津名幸さん

{公立康田総合繝覯バレー部コーチ}

・申 込み　 ６月29日(金)まで社会体

育係へ(電話での申込み可)

町民プールが始まります

・ 期 颱　 ？ 月 ７日〔日 〕か ら

８ 月26 日( 日) ま で

＊ ナイターは.7 月21日から8 月19日まで

・ 哺 閨

１ 回目･･･9:( χ)～11:30

2 回目 …13:00 ～15:00

3 回 目･･･15:30 ～17:30

4 回 目 …18:3a ～20;30

･.･7月20日からa 月19日ま捫

グラウンドゴルフ教室

・日 時` ７月15 日.22 日(日)

午前 9  30 分から正午まで
・ 鳩 所 上野台運動公園･総合運動場

(雨のときはグリーンアリーナ923)
・対 象 町 在住又は在勤の方

(年略,僅別は閤いません)
・定 員30 人

・指導者 生涯学習課職員

・申込み　 ７月６日(金)まで 社会 体

育 係へ(電話での申 込み可)



健
康
チ
ェ

ッ
ク

●
総
合
検

診４
月
下

旬
か
ら
５
月
上
旬

に
か
け
て

、
町
内
３
ヶ
所
で

約
2
5
0
0

人

が
「
総
合
検

診
」
を
受
診
し
ま
し

た
。「
総

合
検
診
」
で

は
胃

が
ん

・
骨

粗
鬆
症
の

検
診
も
受
診
で

き
、

ま
た
「
基
本
検
診
」
の
対
象

者
も
1
8歳
以
上
の
男
性
に

も

拡
大
さ
れ
、
受
診
者
に
は

好

評
で
す
。
疾
病
の
早
期
発
見

、

予
防
の

た
め
に
検
診

結
果
の

チ
ェ
ッ
ク
を
忘
れ
ず
に
Ｉ
‘

一
日
ま
ち
の
保
健
室

●
公
立
藤
田
総
合
病
院

５

月
1
2日
の
「
看
護
の
日
」

を
前
に
、
８

、
９
の

両
日
公

立
藤
田

総
合
病
院
で

は
「
一

日
ま
ち
の
保
健
室
」
を
開
設

、

看
護
婦
さ
ん
た
ち
が
健
康
相

談
に
あ
た
り
ま
し
た
。
入
口

ロ
ビ
ー
で
は
血
圧
測

定
や
コ

ン
ピ
ュ

ー
タ
ー
で
若
さ
の
測

定
な
ど
が
行
わ
れ
、
釆
院
者

で
賑
わ
い
ま
し
た
。
ま
た
、

救
命
処
置
講
習
会
や
一
股
の

方
に
よ
る
看
護
体
験
も
催
さ

れ
ま
し
た
。

フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト

●
町
長
賞
に

赤
坂
斉
さ
ん
・
鈴
木
俊
博
さ
ん

風
見
写
真
倶
楽
部
が
主

催
す
る

「
第
四
回
長
崎
・
大
分
・
福
島
三

県
国
見
町
交
流
事
業
　

く
に
み
の

美
フ
ォ
ト
コ

ン
テ
ス
ト
」
の

表
彰

式
は
６
月
1
0日

に
開
催
さ
れ
ま
し

た
。「
く
に
み
の

美
」
部
門
で
は
5
6

点
の
応
募
の
中
か
ら

、
赤
坂
斉
さ

ん
（
内
谷
西
）
の

「
村
祭
り
」

が

最
優
秀
と
な
る
国
見
町

長
賞
に

輝

き
ま
し
た
。
ま
た
、
４

月
2
2日

開

催
さ
れ
た
「
ミ
ス
ピ
ー
テ
撮
影
会
」

の
部
で
は
、
8
1点
の

応
募
の

中
か

ら

町

侵
貧
に

は

鈴
木

俊

博
さ

ん

（
宮
町
南
）
の
「
桃
畑
に
て
」

が

選
ば
れ
ま
し
た
。
こ
の

外
２

部
門

で
2
9点

が
入
選
し
、
こ
れ
ら
の

作

品
は
長
崎
・
大
分
両
国
見
町
に

お

い
て
展
示
さ
れ
る
予
定
で

す
。

’「
ミ
ス
ピ
ー
チ

撮
影
会
」
の

部

町

長
賞
を

受
寅
し
た
鈴

木
俊

博
さ
ん
の

「
眺
畑
に
て

」

「
く
に
み
の
美
」
の
部

町
長
賞
に
輝
い
た
赤
坂
斉
さ

ん
の
『
村
祭
り
』

国
見
町
を
た
ん
け
ん
し
た
よ

森
江
野
小
　
二
年
　
川
久
保
晴
菜

き
ょ
う
み
ん
な
と
ご
ふ
じ
た
の
网
を
た
ん
け
ん

し
ま
し
た
。

は
じ
め
に
。
バ
ス
に
の
り
ま
し
た
。
い
っ
し
ょ

に
の
っ
て
い
た
お
ば
ち
ゃ
ん
に
、

『
ど
こ
か
ら
き
た
ん
で
１
か
』

と

。
自
分
か
ら
お
話
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。つ

ぎ
に
、
さ
く
Ｊ
バ
ン
て
ん
さ
ん
に
行
き
ま
し

た
。
わ
た
し
は
。
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
に
。

「
う
れ
て
い
る
ハ
ン
は
、
ど
れ
で
す
か
Ｌ

と
、
聞
き
ま
し
た
「
。
そ
し
た
ら
ひ
り
か
ら
ソ
ー

セ
ー
ジ
と
い
う
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。

そ
れ
か
ら
だ
け
‘ぷ
ん
し
ょ
う
て
ん
さ
ん
に
行
さ

ま
し
た
。
み
ん
な
で
お
か
い
も
の
を
し
ま
し
た
、

さ
い
ご
に
コ
ー
プ
に
い
き
ま
し
た
。

わ
た
し
は
。
お
と
う
ふ
の
し
Ｉ
て
’
く
を
さ
せ
て

も
ら
い
ま
し
た
。
そ
れ
か
ら

。
あ
し
た
学
校
で
や

る
、
ク
リ
ー
ン
か
つ
ど
う
の
ご
み
ぷ
く
ろ
を
苣
い

ま
し
た
『‐
。

お
も
し
ろ
い
町
た
ん
け
ん
で
し
た
。
ま
た
。
町

た
ん
け
。ん
に
行
き
た
い
で
す
。
も
っ
と
で
き
る
よ

う
に
な
っ
た
ら
、
先
生
な
し
で
行
っ
て
み
た
い
で

す
。編

集
発
行

国
見
町
　
総
務
課

〒
９
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９
１
１
フ
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２

福
島
県
伊
達
郡
国
見
町
大
字

藤
田
字
一
丁
田
二
、
２
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Ｔ

Ｅ
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０
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－
５
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－
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１
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Ｘ
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２

４
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５

８

５

’
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訓
　
：
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